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 若葉の色が目に染みる季節となりました。法学類月報第 30号では、4月に法学 

類に着任された河合晃一先生のご紹介、貿易実務検定合格者輩出の 

ニュース、法学公開講座のお知らせをお届けします。 

 

 

◆連載◆ 法学類の先生    第 27 回 河合晃一先生 （政策過程論） 

はじめまして、この 4月に赴任した河合です。自分の生い立ちを簡単にご紹介する

と、生まれは大阪、小学校 4 年生から兵庫に移り住み、大学から約 10 年間を東京で

過ごしました。金沢へ来る直前は仙台に約 2 年間いましたので、関西、関東、東北、

そして今回は北陸と、色々な地域での生活を経験する機会を得てきたように思います。 

色々な地域で生活をすると、何気ない暮らしの中に様々な「違い」があることに気

がつきます。方言やイントネーションなど言葉の違いは当たり前ですが、カレーで使

う肉が違ったり（関西は牛肉、関東は豚肉）、エスカレーターの立つ位置が違ったり

（関西は右、関東は左）と面白いものです。国ごとの違いとなれば、当然さらにたく

さんあるわけで、国際学会で出会ったインド人の先生がヨーグルトにコショウをかけ

て食べる姿を見たときは、衝撃的でした（世界は広い！）。 

さて、話を地域ごとの「違い」に戻すと、そのような違いは、私の専門分野である

政治学・行政学でも重要なトピックになります。たとえば、同じ規模の市役所の間で

も、提供している行政サービスの中身には色々な違いがあります。では、その違いは

なぜ生じているのでしょうか。よりよい行政サービスを実現するための要因は何なの

でしょう。そんなことを、授業を通じて皆さんと一緒に考えていきたいと思っていま

す。よろしくお願いします。 

 あ、ちなみにカレーは牛肉派です。         

 

 

法学類初！「貿易実務検定」合格者が出ました！

 今年3月に行われた貿易

実務検定において、法学類

4 年生の山根拓也さんが C

級に合格しました。法学類で把握している限

りでは初めての合格者です。  

 日本貿易実務検定協会が実施する貿易実

務能力に関する検定の中で、C 級とは貿易の

定型業務をこなすために必要な基礎知識を備

えていることを証明するレベルです。契約・

運送・通関・金融・保険等の貿易実務に関連



 

●法学類の学生、卒業生、教員に関係するイベント等の情報を、ぜひお寄せください。 

●関係者の皆様のご寄稿を歓迎します。採用された方には、法学類グッズを進呈します。 

●本誌のバックナンバーは、金沢大学法学類 Web サイトに掲載していますのでご覧く

ださい。 (http://law.w3.kanazawa-u.ac.jp//category/brochure/geppo) 

また、メールでの定期配信（無料）をご希望の方は、金沢大学人間社会系事務部 

学生課 法･経済学務係 (n-hkgaku@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお申し込みください。 

●お読みになってのご意見ご感想は、上記メールアドレスまでお寄せください。 

する様々な知識のほか、貿易実務英語の能力

も問われます。その範囲の多くは国際取引法

の授業で扱っており、山根さんも「国際取引

法を 頑張ったという勲章までに」受検に挑戦

したとのことでした。正答率 9 割を超える見

事な成績に、同科目の担当としては大変うれ

しく思います。 

 民間企業の就職を希望する方には特に、貿

易に関係する物流や商社系の企業ではこの検

定の受検が求められることも多いため、同検

定の合格実績は就職活動で有利に働くことも

あるかと思います。今後、多くの学生さんが

挑戦してくれることを期待します。 

 山根さんからのコメント：「今回、このよ

うな形で取り上げて頂けてとても光栄です。

3 年になって初めて学ん

だ国際取引法ですが、と

ても面白く、私はすぐに

その魅力の虜になりまし

た。民間企業に就職希望

の方にとっては必要な知

識のオンパレードだと思

います。貿易実務検定は

より実務的ですが、講義

の知識で十分に対応出来

ました。今後、B 級の受検も視野に入れつつ、

より深く学んでいきたいと思います。」 

 

（国際私法・国際取引法担当 羽賀由利子）

 

   公開講座「高校生から分かる法学・政治学の諸問題」を開講 

法学類では、法科大学院と共同で、高校生を含む市民の皆様を対象とする公開講

座「高校生から分かる法学・政治学の諸問題」を下記の通り開講します。皆様のご

参加をお待ちしています。 

【日時】 6 月 26 日（日）および 7 月 3 日（日）13 時 00 分～16 時 20 分 

  【場所】 金沢大学サテライト・プラザ（金沢市西町三番丁 16） 

  【講師・テーマ】  6月 26 日（日） 櫻井利夫教授「中世ドイツの城塞支配権」 

            小島陽介准教授「刑法が守るものは何か」 

    7 月 3 日（日） 村上裕准教授「会社法で社会を良くする？」 

              福本知行准教授「身近なもめごと、一件落着！」 

  【定員】40 名 【受講料】(全 4 回) 3,000 円 (高校生 1,200 円) 【申込期限】6 月 17 日(金) 

 【お申込み・お問い合わせ先】 金沢大学地域連携推進センター 

                 （076-264-5272 または 5273、平日 9 時から 17 時まで受付） 

 

  

 

法科大学院の刑事実務の担当教員として、立石英生教授（前・名古屋

高検金沢支部長）が 5 月 1 日付で着任されました。 

 

教員人事のお知らせ 
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